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エゾヤハズの四分胞子発生機構の解析 V

一方照射による仮根の定位

大 森長 朗・ 植木洋子

山陽学園短期大学 (703岡山市平井1-14-1)

OHMORI， T. and UEKI， Y. 1979. An analysis of tetraspore development in Dictyopteri・s

diva1"Icata V. Orientation of rhizoids by means of uni1ateral i11umination. Jap. J. Phyco1. 

27: 99-102. 

Tetraspores of Dictyoptel'is divari・'catawere cu1tured for 45 hrs under continuous uni-

lateral i11umination， continuous darkness and 3 or 1-hr uni1ateral i11umination during the 
dark in order to ascertain when the orientation of rhizoids from the spores was determined. 

Most of the spores exposed to continuous uni1ateral i11umination formed rhizoids away from 
the light source. In the dark cu1ture， the spore produced a rhizoidal outgrowth in all 

directions. Among 3・hrlight treatments， the uni1ateral illumination from 9 to 12 hour 

after the initiation of cu1ture was the most e鉦ectiveon the orientation of rhizoids. Among 

1・hrlight treatments， the i11umination from 10 to 11 hour after cu1ture initiation was the 
most effective. The effect of exposure to light， however， was less prominent in the latter 
case than in the former. 

Takeo Ohmori and Yoko Ueki， Sanyo Gakuell Junior College， Hirai， Okayama， 703 

Japan. 

エゾヤハズ (Dic砂opterisdival'Icata)の四分胞子

の発芽については， INOH (1936)および西林・猪野

(1959)が詳しく報告している。 INOH(1936)は四分胞

子が発芽したとき生ずる仮根突起の方向が光によって

決められることを報告した。さらに大森 (1977)は阻

害剤を用いた実験で，仮根突起の形成にはそれに関与

する RNAおよびタンパタ質の合成が必要であり，光

は仮恨の仲1:1:1する方向のみに彩轡を与えていることを

確認した。この仮根の{申出方向を決定する光は， 530 

nm以下の短波長の光であり， 580nmより長い波長の

光では効果がないことはすでに報告ずみである(大森・

末村 1978)。 エゾヤハズの四分胞子が発芽するさい，

光による仮根伸出方向の決定が，発生のどの段階で

なされているのかを明らかにするために本実験を行

採集後，藻体(四分胞子体)を一晩暗所に放置し，翌日，

漏過海水を満たした大型シャーレに浸して，四分胞子

を放出させた。 2時間以内に放出された四分胞子を遠

沈して集め，これを実験に用いた。培養は， i慮過海水

を7mBずつ入れた小型シャーレ(径6cm)を用いて

行った。光の一方!照射に用いたシャーレは，一側を開

けて黒紙で包み，他方からは光が入らないようにした。

光による仮恨の仲Il¥方向の決定には，どの程度の時聞

が必要であるのかを調べるため，一方照射の時間に関

しては 3時間!照射と 1時間照射の二通りの実験を行

った。また，仮根の{申出方向が，光によって決定され

る時期を明らかにするため， 3時間照射の場合も， 1時

間照射の場合も，光!照射を暗培養の7つの異なる時間

帯に行うよう， Fig. 1 tこ示すように設定した。 Light

は，培養期間中連続して一方照射を行ったものである。

Darkは，シャーレ全体を巣紙で包み，暗条件で培養

した。 0-3hrL-18-21 hrLは， 3時間の一方照射を行

ったシリーズで， 0-3 hrLは，培養開始直後から 3時

間光を照射し，その後は暗条件で培養した。 3-6hrL 

っTニ。

材料と方法

本研究に用いた材料は， 1978年5月22日に岡山県

玉野市渋川で採集したエゾヤハズの四分胞子である。

本研究の費用の一部は，私学研修福祉会の助成金によった。
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Fig. 1. Design of unilateral illumination treatment in 巴trasporeculture. 

は 3時11¥"]11白取後した後 3時間光を照射した。 0-1 ない。 i主義期間中， jlii統して光を一方!照射したもので

hrL-10-11 hrLは， 1時間だけ一方!照射を行ったシリ は， 213f国体中 182f同体が，光源から遠ざかる方向に仮

ーズである。光似!としては， 15W白色f資光僚を)羽い， 根を形成していた (Fig.2 c)。 府養開始直後から 3時

1，0001uxの光を照射した。倍養は，室I:"t(22.3:t 0.50C)尚の間一方!照射したものでは，仮根の伸出方向は全く

で‘行った。続発開始 45時間後(胞子放11¥後471時間) 機会的であり，一方!照射の効*は見られなかった (Fig.

に，入ってくる光の方向と仮恨の仲11¥方向との関係を 2 a)o 11郎官養 3 時間後 311~HI'，î-方照射したものでは

観察した。それぞれのシャーレで， 210-290例の発見・ 41.9丸暗l吉j¥f611~'ll~および 91時間後に 3 時間一方!照

体についてその似恨の仰IU方II;Jを調べた。

結果

エゾヤハズの四分Jl包子は，放出されてから約 20時IltI

でイ'lii根突，Ii¥を形成する。培養開始 45時間後に観察し

たところ，いずれの椛養でも 80%以上のものが仮恨を

生じていた。この仮恨の伸出方向を，入ってくる光の

方向を Southとして， North， East， Westの四方li'J

に大別して』澗ベた。各方向に仮恨を伸:Uした割合は，

Table 1および Table2に示すとおりである。

Table 1は，光の一方照射を 3時間ずつ与えたも

の (0-3hrL-18-21 hrL)と，連続一方照射したもの

(Light)，および金時で倍養したもの (Dark) の出j~*で

ある。全11自でl音義した四分胞子の仮根伸::l:lの方向は機

会的で，どの方向にもほぼ同じ割合で仲出していた。

エゾヤハズの四分胞子の仮根形成には，光は必要でな

く，光がない場合は，仮根の仲出方向に規則性は見られ

Table 1. Percentage of orientation of the 

rhizoidal outgrowth under the 

unilateral ill umination for 3 hours. 

The light source was in the 

south. 

South North East West 

Light 0 85.4 8.0 6.6 

Dark 24.7 31.1 23.8 20.4 

24.2 26.5 26.0 23.3 

6.2 41.9 18.1 33.8 

1.7 58.1 19.9 20，3 

1.2 64.8 15.6 18.4 

3.3 39.5 31.5 25.7 

0-3 hrL 

3-6 hrL 

6-9 hrL 

9-12 hrL 

12-15 hrL 
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Tahle 2. Percentage of orienlalion of lhe 

rhi7.0iclal outgrowth uncler I he 

unilateral illumination for 1 hOllr 

Th巴 lightsOllrce was in lhe sOllth. 

SOllth North Easl 1九'est

0-1 hrL 22.8 23.7 27.2 26.3 

1-2 hrL 21.0 29.0 24.4 25.6 

2-3 hrL 13.5 30.0 27.5 29.0 

4-5 hrL 2.9 49.4 19.2 28.5 

6-7 hr L 4.6 55.0 19.1 21.4 

8-9 hrL 3.8 53.6 23.2 19.4 

10-11 hrL 2.7 56.7 18.8 21.9 

jb;\から泌さかる )j j~Jに {反似を生ずる苫IJ合が.;v，:しく i成少

し， 光jJ，;lに向って仮似を{ljql:するものがifi加lしていっ

た。11計JiHt181時ntJ後に 31時間一方照射したものでは，

光似から泌さかる)}jtlJに仮l伎を(ljqL:したものは 28.6%，

光jJ，;[にI('Jって仮似をfiIi:I'，したものは 11.4910であって，

-h1照射の効~~はほと ん どみられなくなった。

Table 2 は， 11削i~hのいろいろな時期に 1 J1~j 間だけ

ーみから光を照射した場合の~i*である。lIi~-JM~ 411'] 

!日!後に 1J1'!j'lj ~-)j]照射 したもので 49.4910のものが，光

ì~l\ と反対の方向に (刷1~笑}~を生じていたの J白必UH始後

4 1時 I : ~ ぐらいから， 仮恨の定(立に対する光の効栄が現

われ始めている。1Ii'1J;'~.必 101時間後に 11時間光を一方

から!照射した場合には，56.7% のものが光源から速さ

かる位i泣に仮恨を生じた。11白h!?長 9時間後に 31時間ー

射した場合には，それぞれ 58.1910，64.8910のものが光il，;[ 方照射したものに比べるとその効果は若十5jsjくなって

から速さかる位iiJ':に仮縦突起を生じていた (Fig.2 b)。 はいるが，仮似のiif立に対する光の彩子平は，このl時期

11音階養 12J1!j間後に 3時間一方!照射した場合には，光 にj品もllJi.;v，:に現われている。

砂町

喧圃圃'

ドig.2. Effects of the lInilateral illllmination on the rhi7.0iclal orientation of 

1巴lraspores. The lighl from lhe upper part of日gllres. (a) 0-3 h， 
L.， (b) 9-12 hr L. ancl (c)じontinllollsillumination 

考 察

エゾヤハ ス・のlilljj')J;g-内こ光を-)Jから照射すると，

光源から述さかる位置に(反似突起を/1三じ(反社:i.tJ ~1 1:.J乏し

ていく 。11;'1所でも仮似は)['31反されるが，その(11'11'，}jl(，j 

は僚会的であるの従って，光は仮似の形成その ものに

は必要てなく ，(反社4の(;jql:する)jj古lを決返する必!Jqに

なっているの

今回の実験結栄では，エ ゾヤハズの凶分!泡てj二は，J日

夜後 31期間以内では仮似定{立に対する光の効栄は.!!リ::，1)

であった。 Ji''ijγH&411年IltJをjli!!ぎると，人ってくる光の

)jl~'Jによってその反刈(lI.1]に仮似突起が形成されt::. o Ji'1 

長後 12J1!j間を過ぎると，- )J lli，~.Mによる仮似の定{立がj

栄はだんだん減少し，M災後 1811:H:;Jになるとその長1)以

主ほとんどみられなくなったo (反似の:定{立に ~~~J.}Î~する

光は， 1 J1:i'l1-tJの!照射でも企i)以がみられた。光が11:;(:も有

効に If;}jく II!jJVJである J;~' 災後 1O~ 11 11寺間の l:t] Jl:を ---.Jï

!照射したものと， J;''i l~後 9~121ド'j'I:-i]の 3 J1!i'I:t]-)J]I注射

したものを比べると， 1 J1!j問!照射のほうがその効果は

jトF- ~N くなっていたn

ヒパ 7 夕日に以する F川・11:;や Pelvetiaの受桁卵で

も，人ってくる光の)Jj('Jとは反対の仰lに仮似を形成す



102 OHMORI， T. and UEKI， Y. 

ることが知られている。嵯峨・中沢 (1974)は，エゾイ

シゲ (PelvetiaWlなhtii)の受精卵に光を一方照射し，

仮根の定位におよぼす光の影響が，発生のどの段階で

最も有効かを実験的に確かめた結果，受精後5-9時

間の間の一方照射が最も有効であることを報告してい

る。エゾイシゲの仮根突起は，受精後12-14時間に形

成される。これに比べてエゾヤハス・で、は，胞子放出後

約 20時間で仮根突起の形成が始まる。エゾヤハズの

仮根の定位に光が最も強く影響するのは， j:者養開始後

9-12時間とエゾイシゲに比べて遅いのは，こうした

発生速度の違いによるものであろう。

NAKAZAWA (1966)は，フークス卵の仮根形成にさ

いしては，合成された RNAが仮根予定域へ集まるこ

とを報告している。一方 QUATRANO(1968)による

と，フークス卵の仮恨分化に要する RNAの合成は，

受精後5時間で終了し，それにひき統いて起こるタン

パク合成は，受精後9時間ごろから始まるとされてい

る。このことから嵯峨・中沢 (1974)は， 受精後5-9

時間の一方!照射が有効に働くのは， RNAの有極的移

動に光が何らかの役割を演じているのではないかと考

えている。エゾヤハズにおいても，こうしたメカニズ

ムによって仮根の分化が決定されているのかどうか

は，今後の研究にまたなければならない。
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